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平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会
を
六
月

二
十
七
日
（
土
）
午
前
十
一
時
か
ら
、

追
手
門
学
院
大
学
五
号
館
八
階
大
会

議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
能
口
会
長
、
鈴

木
学
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
役
員
・
相
談
役
の
紹
介
、
続

い
て
大
学
関
係
者
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
従
い
議

事
に
入
り
、
以
下
の
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十（
二
〇
〇
八
）年
度
事
業
報
告

１　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１ 

総
会
、
委
員
会
、
役
員
会
、
懇

親
会
等
の
開
催

２ 

見
学
会
並
び
に
懇
親
会
へ
の
参

加
（
教
育
後
援
会
と
共
催
）

　

 
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
十

月
二
十
二
日
（
水
）
滋
賀
石
山

寺
、
源
氏
夢
回
廊
、
琵
琶
湖
博

物
館
の
見
学
並
び
に
琵
琶
湖
ホ

テ
ル
で
の
懇
親
会

３
歌
舞
伎
鑑
賞
会
の
開
催

　

 

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年

一
月
二
十
一
日
（
水
）
大
阪
松

竹
座
に
お
い
て
初
春
大
歌
舞
伎

鑑
賞
会
と
同
所
館
内
の
五
風
十

雨
に
お
け
る
昼
食
懇
親
会

４ 

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員
へ
の

広
報

５ 

「
会
報
」
の
発
行

２　

会
員
へ
の
助
成
事
業

１ 

会
員
被
災
時
に
対
す
る
援
助

　

 

昨
年
度
災
害
援
助
基
金
を
設
け

ま
し
た
が
、
運
用
上
の
問
題
か

ら
基
金
を
取
り
崩
し
廃
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

３　

学
生
へ
の
助
成
事
業

１ 

教
材
支
援
奨
励
金
に
対
す
る
援
助

２ 

災
害
被
害
者
援
助
金
に
対
す
る

援
助

３ 

入
学
記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る

援
助

４ 

卒
業
記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る

援
助

４　

 

学
院
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事

業
活
動

１ 

第
五
回「
追
手
門
学
院
奉
拝
船
」

へ
の
協
賛

５　

大
学
へ
の
助
成
事
業

１ 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
茨
木

及
び
大
手
前
）
へ
の
援
助

２ 
将
軍
山
会
館
備
品
購
入
費
の
援
助

３ 
学
内
緑
化
費
と
し
て
、
将
軍
山

会
館
周
辺
及
び
学
内
環
境
・
緑

化
の
た
め
の
援
助

４ 

本
会
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

平
成
二
十（
二
〇
〇
八
）年
度

収
支
決
算
書
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告

報
告
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
役
員
案

役
員
案
が
拍
手
で
も
っ
て
承
認
さ

れ
（
三
頁
に
掲
載
）、
能
口
新
会
長

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
開
催

平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
度

の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
度

事
業
計
画
案

平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
度

収
支
予
算
書
案

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
食
堂
棟
三
階
に
お

い
て
、
大
学
関
係
者
の
方
々
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吹
奏
楽
団

の
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
会
を
行
な
い
ま

し
た
。

今
年
六
月
二
十
七
日
定
時
総
会
に

て
、
皆
様
よ
り
会
長
職
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
能
口
で
す
。

前
期
は
、十
ヶ
月
と
短
い
な
が
ら
、

役
員
、委
員
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

会
務
を
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
処
理
し
て

頂
き
、
入
学
式
時
の
お
茶
会
「
桜
の

縁
」
に
至
っ
て
は
、
教
育
後
援
会
と

連
携
し
て
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
下
支

え
す
る
集
大
成
と
も
評
価
さ
れ
た
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

今
期
も
、
甚
だ
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
本
会
員
の
皆
様
方
と
力
を

合
わ
せ
て
、
教
職
員
の
方
々
、
教
育

後
援
会
、
校
友
会
、
学
友
会
、
地
域

と
の
連
携
を
図
り
、
卒
業
生
保
護
者

の
会
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

今
年
度
は
、
会
員
の
親
睦
を
図
る

事
業
と
し
て
、
見
学
並
び
に
懇
親
会

の
開
催
、
更
な
る
会
員
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
活
用
、
Ｈ
Ｐ
、
会
報
の

発
行
な
ど
、
学
生
へ
の
助
成
事
業
と

し
て
教
材
支
援
奨
励
金
並
び
に
災
害

被
害
者
援
助
金
の
支
給
、
入
学
・
卒

業
記
念
品
の
贈
呈
、
大
学
へ
の
助
成

事
業
と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

（
大
手
前
・
茨
木
）
へ
の
協
力
、
本

会
務
費
分
担
、
一
号
館
竣
工
記
念
事

業
費
、
広
報
事
業
と
し
て
入
学
式
時

お
茶
会
「
桜
の
縁
」
開
催
、
大
学
を

支
え
協
力
す
る
た
め
に
活
動
し
て
参

り
ま
す
。

本
会
が
、
他
大
学
に
も
、
ほ
と
ん

ど
例
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
会
だ
け

に
、「
大
学
の
実
力
」
を
押
し
上
げ

る
べ
く
、
運
営
面
も
、
役
員
・
委
員

さ
ん
が
、
会
長
の
つ
も
り
で
、
考
え

具
申
し
て
頂
く
つ
も
り
で
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
方

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長　

能 

口 

元 

良

ご　

挨　

拶



http://www.ogu-kyoikukoen.com/hogoshanokai/index.htm

（2）第 7 号 追手門学院大学　卒業生保護者の会会報 平成2�（2009）年9月�日発行

役職 氏　名 卒業年（期）
会　長 能 口 元 良 2007（�8）

副会長

塚 本 由 美 2002（��）
北 村 恵 美 子 2004（�5）
塩　田　昌　宏 2007（�8）
福　山　晴　美 2008（�9）
中　田　悦　子 2009（40）
藤　澤　慶　子 2009（40）

会　計
結 城 由 美 子 2005（�6）
坂 野 実 千 代 2008（�9）

会計
監査

川　元　惠　子 2008（�9）
藤　井　知　敏 2008（�9）

委　員

吉　川　和　子 2002（��）
髙　月　敬　子 2004（�5）
国 谷 由 紀 子 2005（�6）
木 戸 口 光 子 2007（�8）
佐　藤　友　美 2007（�8）
伊　藤　貴　子 2008（�9）
中 川 理 恵 子 2008（�9）
山　田　温　子 2008（�9）
浅　井　滋　子 2009（40）
加 藤 美 穂 子 2009（40）

幹　事

柴　野　陽　一
浮　田　勝　弘
坂 口 伊 知 郎
平　川　正　人
立　石　正　彦

相談役
鷲　見　文　子 200�（�4）
羽　田　清　彦 �999（�0）

2009 年度　卒業生保護者の会
役員・委員・幹事・相談役

四
月
一
日
（
水
）
大
学
入
学
式
で
、

新
入
生
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に
、

大
学
の
日
本
文
化
研
修
道
場
で
あ
り

ま
す
「
松
籟
庵
」（
松
下
幸
之
助
様

の
ご
寄
付
を
基
に
、
多
く
の
大
学
関

係
者
か
ら
の
協
力
金
で
建
築
）と「
将

軍
山
会
館
」（
学
院
の
歴
史
館
で
も

あ
る
校
友
会
館
）
に
て
、
花
見
お
茶

会
「
桜
の
縁
（
さ
く
ら
の
え
ん
）」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
将
来
の
会

員
様
と
ご
縁
を
結
び
、
本
会
の
活
動

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
と
し
て
、
今
年
度
初
め
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。 桜

の
縁

（
さ
く
ら
の
え
ん
）

桜
の
縁

（
さ
く
ら
の
え
ん
）開

催

花
見
お
茶
会

に
わ
か
雨
に
見
舞
わ
れ
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
新

入
生
保
護
者
の
皆
様
に
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、
咲
き
誇
る
桜
を
愛
で
な

が
ら
、
お
抹
茶
に
お
茶
菓
子
を
ご
賞

味
頂
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
々
は
、

「
松
籟
庵
」
の
茶
室
か
ら
見
る
お
庭

に
一
息
つ
か
れ
、将
軍
山
会
館
で
は
、

お
茶
を
召
し
上
が
る
合
間
に
、
展
示

室
で
学
院
の
歴
史
に
ふ
れ
た
り
と
、

思
い
思
い
に
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

こ
の
行
事
で
は
、
本
会
と
大
学
教

育
後
援
会（
在
学
生
保
護
者
の
団
体
）

と
い
う
大
学
を
支
援
す
る
二
つ
の
保

護
者
の
団
体
が
力
を
合
わ
せ
て
、
新

た
に
追
手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
ら
れ

た
新
入
生
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
、

お
子
様
の
入
学
を
共
に
お
祝
い
し
、

お
も
て
な
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
桜

の
取
り
持
つ
縁
（
え
に
し
）
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

来
年
も
引
き
続
き
、
教
育
後
援
会

と
の
共
催
で
花
見
お
茶
会「
桜
の
縁
」

を
開
催
予
定
で
す
。
本
会
会
員
様
の

中
で
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
ペ
ー

ジ
下
部
の
「
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
記
載
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

追
手
門
学
院
創
立
一
二
〇
周
年
記

念
式
典
が
二
〇
〇
八
年
十
一
月
七
日

（
金
）
大
阪
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
一
時
三
十
分

に
開
式
さ
れ
、追
手
門
学
院
の
園
児
・

児
童
・
生
徒
・
学
生
・
教
職
員
・
保

護
者
・
卒
業
生
・
卒
業
生
の
保
護
者

や
家
族
・
知
人
、
関
係
企
業
、
ご
来

賓
の
方
々
、
六
〇
〇
〇
名
以
上
の
皆

様
が
「
オ
ー
ル
追
手
門
」
の
構
成
員

と
し
て
こ
の
式
典
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
か
ら
、お
花
を
お
贈
り
し
、

会
場
を
華
や
か
に
お
祝
い
い
た
し
ま

し
た
。

記
念
式
典
の
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
り
、

追
手
門
学
院
将
来
計
画
発
表
の
後
、

会
場
全
体
で
学
院
歌
を
斉
唱
し
、
午

後
四
時
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
式

典
は
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
��
日　

委
員
会

�0
月
４
日　

委
員
会

�0
月
2�
日　

見
学
並
び
に
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
教
育
後
援
会
と
共
催
）

��
月
３
日　

役
員
会

１
月
�5
日　

事
前
委
員
会

１
月
2�
日　

見
学
並
び
に
懇
親
会

２
月
�2
日　

役
員
会
・
委
員
会

３
月
28
日　

事
前
委
員
会

４
月
１
日　

花
見
お
茶
会「
桜
の
縁
」

４
月
��
日　

役
員
会
・
委
員
会

５
月
�6
日　

役
員
会
・
委
員
会

６
月
�2
日　

役
員
会
・
委
員
会

６
月
�2
日　

会
計
監
査

６
月
�2
日　

指
名
委
員
会

６
月
27
日　

総
会
・
懇
親
会

７
月
�4
日　

役
員
会
・
委
員
会

転
居
等
で
住
所
変
更
な
ど
を
さ
れ

る
場
合
は
、
住
所
変
更
届
け
を
事
務

局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
住
所
等
変
更
が

可
能
で
す
。
会
報
下
部
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

大
学
庶
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
六
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
六
四

活
動
記
録

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

追

手

門

学

院

創
立
一
二
〇
周
年

記
念
式
典
開
催

追

手

門

学

院

創
立
一
二
〇
周
年

記
念
式
典
開
催

追

手

門

学

院

創
立
一
二
〇
周
年

記
念
式
典
開
催
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第
四
十
四
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領
バ

ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
の
就
任
の
ニ
ュ
ー

ス
が
テ
レ
ビ
で
賑
わ
っ
て
い
た
、
一

月
二
十
一
日
の
朝
、
曇
り
空
で
風
が

冷
た
い
日
で
し
た
が
、
松
竹
座
の
前

で
は
五
十
名
も
の
卒
業
生
保
護
者
の

会
の
皆
様
が
昼
の
部
の
開
場
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

演
目
は
義
経
千
本
桜
鳥
居
前
、
良

弁
杉
由
来
二
月
堂
、廓
文
章
吉
田
屋
、

お
祭
り
、
と
感
動
の
涙
あ
り
、
笑
い

あ
り
の
新
春
ら
し
い
華
や
か
な
舞
台

で
し
た
。
良
弁
杉
由
来
二
月
堂
は
東

大
寺
の
良
弁
大
僧
正
の
お
話
で
我
當

さ
ん
の
良
弁
、
秀
太
郎
さ
ん
の
渚
の

方
と
い
う
配
役
で
、
い
つ
の
世
も
変

わ
り
な
い
親
子
の
情
愛
を
描
い
た
物

語
で
す
。
秀
太
郎
さ
ん
の
熱
演
の
涙

に
は
、
み
な
さ
ん
感
動
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、廓
文
章
吉
田
屋
は
、

藤
十
郎
さ
ん
の
夕
霧
姿
も
艶
や
か

で
、
藤
の
模
様
の
打
掛
も
豪
華
で
客

席
か
ら
は
「
わ
ぁ
、
綺
麗
」
と
い
う

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
扇
雀
さ
ん
と

の
親
子
共
演
が
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
楽

し
い
舞
台
で
し
た
。
ま
た
、
人
間
国

宝
で
大
学
に
も
特
別
講
義
に
来
て
下

さ
っ
た
、
常
磐
津
の
一
巴
太
夫
さ
ん

の
声
も
素
晴
ら
し
く
、
聞
き
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
お
祭
り
で
は
仁
左

衛
門
さ
ん
の
い
な
せ
な
鳶
頭
と
孝
太

郎
さ
ん
の
粋
な
芸
者
姿
で
、
清
元
舞

踊
を
親
子
で
華
や
か
に
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
ど
の
演
目
も
素
敵
で
い

つ
ま
で
も
心
に
残
る
舞
台
で
し
た
。

お
席
も
大
変
よ
く
、
役
者
さ
ん
の
息

遣
い
ま
で
を
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
涙
、
衣
装
の
模
様
ま
で
真

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
動

致
し
ま
し
た
。

昼
食
は
五
風
十
雨
で
お
弁
当
を
頂

き
ま
し
た
。
国
際
教
養
学
部
長
の
永

吉
先
生
が
今
回
の
歌
舞
伎
の
演
目
の

説
明
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
資
料

も
作
っ
て
来
て
下
さ
り
、
よ
り
理
解

が
深
ま
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

せ
ま
し
た
。

大
学
か
ら
も
大
木
理
事
長
、
鈴
木

学
院
長
、
胸
永
法
人
事
務
局
長
、
吉

田
大
学
事
務
部
長
も
ご
参
加
頂
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
庶
務
課
の
柴

野
課
長
、
松
本
さ
ん
、
関
係
者
の
皆

様
の
ご
尽
力
と
、
参
加
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
楽
し
い
日

と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

次
回
も
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
催
し

を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
、楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

の
ぼ
り
旗
追
手
の
風
に
華
や
い
で

　
　

集
い
し
我
ら　

和
顔
愛
語
に

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
「
見
学
並
び
に

懇
親
会
」
を
平
成
二
十
二

（
二
〇
一
〇
）
年
一
月
二
十
日
（
水
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
劇
団
四
季
京
都
劇
場

で
公
演
さ
れ
る
「
美
女
と
野
獣
」
の

鑑
賞
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
ご
案
内
状

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
年
三
月
二
十
四
日
（
火
）、
大

阪
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、

二
〇
〇
八
年
度
学
位
授
与
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。学
部
卒
業
生
に
対
し
、

本
会
か
ら
、
卒
業
記
念
品
と
し
て
大

学
名
入
り
「
筆
記
具
」
を
贈
呈
し
、

四
月
一
日
（
水
）
に
は
大
学
体
育
館

に
お
い
て
、
二
〇
〇
九
年
度
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
入
学
記
念
品
と
し
て

大
学
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
」
を
学
部
入
学
生

に
贈
呈
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
度
教
育
後
援
会
共
催

「
見
学
並
び
に
懇
親
会
」
が
来
る
十

月
二
十
一
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
秋
に
、
会
員
相
互

の
見
聞
を
広
め
、
親
睦
を
図
る
た
め

に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
本
会
会
員

の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
、
淡
路
方
面
（
大

塚
国
際
美
術
館
の
見
学
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
の
懇
親
会
）
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
封
の
ご
案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
会
で
は
、
大
学
学
部
学
生
を
対

象
に
、
修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
教

材
等
の
購
入
が
困
難
な
学
生
を
援
助

す
る
目
的
で
、
教
材
支
援
奨
励
金
の

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
八

年
度
秋
学
期
五
名
、
二
〇
〇
九
年
度

春
学
期
十
名
の
学
生
に
給
付
し
、
そ

れ
ぞ
れ
九
月
二
十
九
日
、
四
月

二
十
二
日
に
交
付
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
学
部
学
生
が
災
害
に

よ
り
被
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
経

済
的
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
災
害
被
害
者
援
助
金
の
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
度
は
二

名
の
学
生
に
給
付
し
ま
し
た
。

壽
新
春
大
歌
舞
伎
鑑
賞
会

に
参
加
し
て

副
会
長　

福
山　

晴
美

初
春
大
歌
舞
伎
鑑
賞
会
開
催

平
成
二
十（
二
〇
〇
八
）年
度

見
学
並
び
に
懇
親
会

初
春
大
歌
舞
伎
鑑
賞
会
開
催

於
　

大
阪
松
竹
座

平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
一
月
二
十
一
日（
水
）

初
春
大
歌
舞
伎
鑑
賞
会
開
催

教
育
後
援
会
共
催

教
育
後
援
会
共
催

見
学
並
び
に
懇
親
会
開
催
の
ご
案
内

見
学
並
び
に
懇
親
会
開
催
の
ご
案
内

教
材
支
援
奨
励
金
、

災
害
被
害
者
援
助
金
を
給
付

教
材
支
援
奨
励
金
、

災
害
被
害
者
援
助
金
を
給
付

卒
業
生
保
護
者
の
会

見
学
並
び
に
懇
親
会
開
催
の
ご
案
内

卒
業
生
保
護
者
の
会

見
学
並
び
に
懇
親
会
開
催
の
ご
案
内

卒
業
生
及
び
入
学
生
に

　

   

記
念
品
を
贈
呈

卒
業
生
及
び
入
学
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